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甲府市薬剤師会主催の「市民

くすりと健康の講演会」は平成

27年 11月 15日山梨県立図書館

多目的ホールで開催された。参

加者は約 190名、会場は満席で

市民の健康に対する関心の高さ

が伺われた。

 

演題の 1つ目は、東京理科大

薬学部の鹿村恵明先生の「薬局

の上手な活用法」～薬剤師がで

きること～と題した講演だっ

た。参加者に質問を投げかけな

がら、調剤薬局、処方箋、薬歴

管理、ジェネリック医薬品、お

薬手帳などについて解説し、薬

剤師の関わりと業務について報

告された。処方箋監査の重要性

を説明し、相互作用などの疑義

照会・残薬管理は医療経済にと

って有用性があることを示し

た。処方箋は自分の好きな薬局

で調剤してもらう、そのために

は「信頼できる薬局、薬剤師を

見つけましょう」と結んでい

た。 

2つ目は、県立中央病院脳神

経外科の中野真先生による「脳

卒中の診断、治療とその予防」

と題した講演だった。脳卒中は

脳血管障害であり、くも膜下出

血や脳内出血などの出血性脳血

管障害と脳梗塞に代表される閉

塞性脳血管障害に分類されると

説明し、個々の病態について図

を用いてわかりやすく紹介し

た。さらに山梨県の救急体制に

ついて述べ、脳卒中の症状とそ

のときの具体的対応を示した。
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「脳卒中は 1分 1秒をあらそう

病気ではない」、「慌てなくて

も良い」と説明する和やかな話

しぶりが安心感を与えていた。

治療について解説した後、何よ

り重要なことは予防であり、高

血圧、高コレステロール血症、

糖尿病、肥満、喫煙、不整脈等

の危険因子を早期にしっかり治

療することが最も大切と話され

た。 

 

参加者からは、どちらの講演

もわかりやすく、日々の生活習

慣の見直しをする良いきっかけ

となったとの感想が聞かれた。

次回の講演開催を希望する声も

多かった。 

中高生公開講座開催報告 

（公社）甲府市薬剤師会 

生涯学習委員会 小沢 慎一郎 

 
ワークショップ 

「薬について一緒に考えてみま

せんか？」 

平成 28年 3月 6日、山梨県立

図書館イベントスペースにおい

て中高生を対象とした公開講座

を開催しました。平成 24年の第

一回開催から数えて今回で 5回

目となります。 

当日は中学生 6名、高校生 41

名の計 47名の中高生が参加して

の公開講座開催となりました。

今回はテーマを「薬害」とし

て、医療従事者の視点だけでな

く、様々な立場からこの問題に

ついて考えてもらいました。講

師として、これまでの公開講座

でもご協力頂いている慶応大学

薬学部教授の望月眞弓先生に引

き続きご参加頂きました。 

 

今回の公開講座では、薬害に

はどのようなことがあったの

か、どうして起きたのか、防ぐ

ためにはどうしていけば良い

か、KJ法を用いてのスモールグ

ループディスカッション（SGD）

方式で参加された中高生には議

論してもらいました。参加者の

中には同じ学校の生徒だけでな

く、当日初めて会う他校の生徒

も多くいます。 

ＫＪ法では考えたこと、疑問

に思ったことを付箋に書き出し

ておいて意見を出し合っていき

ますが、初対面の相手にも気後

れすることなく、より積極的に

自分の意見を出していく手助け

として機能していたと思いま

す。私たちはタスクとして参加

しましたが、議論を特定の答え

に誘導するのではなく、あくま

で生徒の皆様が積極的に議論出

来るよう手助けすることを心が

けました。公開講座を開催する

前は、中高生の皆様が積極的に

意見を出し合い、議論が進んで

いくか不安な面もありました

が、いざ始まってみると、こち

らが考えている以上に熱心にテ

ーマについて考え、議論を進め

てくれていました。参加された

中高生にとって、今後の目標に

向かって進んで行く上での良い

経験の場とすることが出来たの

ではないかと考えております。 

 

5回目の開催となり、過去の

公開講座に参加された方が、薬

科大学に進学し、お手伝いとし

て参加されるなど新たな広がり

も出てきております。他の委員

会や会員の先生方、事務局の皆

様のご協力のおかげで公開講座

は大変有意義なものとなってお

ります。 

次回もより良い公開講座を開

催していきたいと思っておりま

すので、今後とも皆様のご協力

をよろしくお願い致します。 
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環境省モデル事業 平成 27年度

水銀添加廃製品（水銀体温計・水銀

血圧計・水銀温度計）回収事業に協力

しました。                         

 環境省による水銀が含まれる

体温計、血圧計、温度計の効果

的な回収方法を調査するため、

全国 15自治体の 1つとして甲府

市が選ばれ、平成 28年 2月に、

体温計等に関係する施設として

の薬局を窓口とした本事業が行

われました。 

 平成 25年 10月に、環境への

水銀の人為的な排出を削減し、

地球規模の水銀汚染の防止を目

指す「水銀に関する水俣条約」

が国連環境計画で採択されまし

た。 

条約における取り組みのひと

つとして、各家庭で使われなく

なった水銀含有製品の正しい回

収を進めていくことが必要とな

ります。 

今回のモデル事業はすでに終

了していますが、水銀含有製品

は、甲府市で資源物・有価物の

回収日に回収を行っていますの

でお住まいの地域の収集日に透

明のビニール袋に入れて「体温

計」や「血圧計」と表示して集

積所の隅に置いて下さい。 

参加薬局 52店にて 

水銀体温計 971本              

水銀血圧計 87台              

水銀温度計   68本 

が回収されました。 

ご協力ありがとうごさい

ました。 

地域高齢者学級への   

講師派遣事業のご紹介 

平成 27年度実績 

□泉いきいきサロン 

4月 12日（日）午前 9時～ 

内藤貴夫先生 

□徳２家具いきいきサロン 

4月 21日（火）午前 10時～ 

薬袋貴美先生 

□上積ふれあいいきいきサロン 

5月 20日（水）午後 1時半～ 

保坂達也先生 

□向町いきいきサロン 

6月 17日（水）午前 10時半 

薬袋貴美先生 

□千塚西町いきいきサロン 

6月 19日（金）午後 1時半～ 

飯野智先生 

□小松いきいきサロン 

8月 23日（日）午後 1時半～ 

百瀬美紀先生 

□玉諸高齢者学級 

9月 30日（水）午後 1時半～ 

久保田賢治先生 

□山梨県退職公務員連盟研修会 

 10月 10日（土）午後 1時半 

 薬袋貴美先生 

□城南いきいきサロン 

10月 15日（木）午後 1時～ 

浅川由実子先生 

□北東いきいきサロン 

10月 25日（日）午後 1時～ 

数野庸先生 

□千塚高齢者学級 

12月 11日（木）午後 1時半 

青山達夫先生 

 

今後の予定（平成 28年度） 
□大津いきいきサロン 

4月 16日（土）午後 2時～ 

木曽川真吾先生 

□宮下いきいきサロン 

 5月 16日（月）午後 1時半～ 

 倉賀野美樹先生 

□下積いきいきサロン 

 5月 17日（火）午後 1時半～ 

浅川由実子先生 

□和楽いきいきサロン 

6月 9日（木）午後 2時～ 

田原計子先生 

□西田いきいきサロン 

H29年 1月 26日（木）午後１時半 

中村由喜先生 

花粉症について 

体が花粉などのアレルゲン

（アレルギーの原因）と接触す

ると、鼻や目の粘膜・皮膚など

にある肥満細胞からヒスタミン

などの化学伝達物質といわれる

ものが放出されます。それらが

原因となりくしゃみや鼻水・涙

や充血・かゆみなどのアレルギ

ー症状が引き起こされます。 
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 今回は一般的な花粉症薬につ

いてお話したいと思います。 

内服薬 

第一世代抗ヒスタミン薬：鼻水

やくしゃみな等の症状に対して

即効性が期待できますが、眠気

が強かったり口が渇いたり便秘

したりといった副作用はあるの

が難点です。多くの市販の鼻炎

薬等に配合されています。緑内

障や前立腺肥大症の方は使えま

せん。 

第二世代侯ヒスタミン薬：抗ア

レルギー薬とも呼ばれ、ヒスタ

ミンをブロックする作用のほか

にケミカルメディエーター（炎

症を起こす化学伝達物質）遊離

抑制作用があります。第一世代

に比較して副作用の眠気や口の

渇きが軽減されています。花粉

の飛散シーズン前から服用する

ことで花粉症の予防的効果が期

待できます。作用持続時間が長

いものもあり現在の花粉症治療

薬の主流です。医療用医薬品か

ら処方せんなしで購入可能な市

販薬に転用されているものもあ

ります。

 

抗ロイコトリエン薬：鼻の粘膜

に浮腫みをおこす化学伝達物質

の作用を抑えることで鼻づまり

等の症状を改善します。即効性

はないので効果がでるまで時間

を要します。現在は処方せんが

ないと服用できません。 

副腎皮質ホルモン剤：ステロイ

ド剤と呼ばれ、ヒスタミンによ

って引き起こされた炎症を鎮め

たり、アレルギー反応を抑える

効果があります。効果は非常に

強力ですが、即効性はなく、ま

た副作用のために長期化に渡っ

て服用することはできません。 

 

外用薬 

点鼻薬：抗ヒスタミン薬・抗ア

レルギー薬・血管収縮薬・副腎

皮質ホルモン薬等があります。

鼻水・くしゃみ・鼻づまり等の

症状や程度により使い分けま

す。市販の点鼻薬にも副腎皮質

ホルモン剤（ステロイド剤）が

含まれるものもありますが治療

中の疾患によっては使用できな

いこともあるため購入に際して

は薬剤師にご相談ください。ま

た血管収縮薬が含まれるものは

長期使用により効き目が悪くな

ることがあったり、中止する時

に症状が悪化したりすることが

あるので注意が必要です。 

点眼薬：点鼻薬と同様の成分で

構成されています。医療用では

軽い症状には抗アレルギー薬

が、重い症状の場合には副腎皮

質ホルモン剤（ステロイド剤）

が使用されます。緑内障・白内

障・感染症等の副作用の観点か

ら長期に使用する薬ではないた

めに、市販の目薬には副腎皮質

ホルモン剤（ステロイド剤）が

配合されたものはありません。 

 

 

舌下免疫療法 

 アレルギーの原因物質を舌の

下から少しづつ体内に取り入れ

ることによりアレルギー反応を

弱めていく治療法のことです。 

 従来は注射による皮下免疫療

法が中心でしたが、舌下免疫療

法では注射による痛みがないこ

とや通院回数の軽減、全身性の

副作用が低いなどの安全面から

注目されています。 

治療には最低 2年間程度を要

し、毎日 1回継続する必要があ

ります。治療開始のタイミング

も大切で、花粉が飛散するおよ

そ 3ヵ月前からの治療が必要に

なります。 

日本では 12歳以上から高齢者

の方まで治療を受けることがで

きます。専門医の指示のもと治

療を行う必要があります。 
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